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Abstract
　Ceratothoa verrucosa (Schioedte and Meinert, 
1883) is a cymothoid isopod that primarily utilizes 
sparid fishes, notably red seabream Pagrus major 
(Temminck and Schlegel, 1843) and crimson seabream 
Evynnis tumifrons (Temminck and Schlegel, 1843) as 
its main hosts. Additionally, only a single record of the 
parasite infesting on cardinal seabream Evynnis 
cardinalis (Lacepède, 1802) has been reported from 
Ehime Prefecture. Here, a couple of an adult female 
and an adult male of this isopod was found in the 
buccal cavity of each E. tumifrons and E. cardinalis 
specimen. These fishes were commercially collected in 
Fukuoka and Saga Prefectures, where the parasite has 
not been previously recorded. Therefore, the present 
findings constitute the first documented occurrences of 
C. verrucosa in the prefectures, and the second 
instance of this species parasitizing E. cardinalis.

はじめに
タイノエ Ceratothoa verrucosa (Schioedte and Meinert, 

1883)は海産魚類の口腔に寄生するウオノエ科等

脚類の一種であり，主にタイ科魚類の口腔より発

見される（山内，2016）．しかし，本種の宿主利

用に関する知見の蓄積は未だ不十分であり，長澤

（2017）は本邦沿岸に生息するマダイ亜科の 2種

タイワンダイ Argyrops bleekeri Oshima, 1927およ

びヒレコダイ Evynnis cardinalis (Lacepède, 1802)

におけるタイノエの寄生状況の調査が必要である

と述べた．その後，Hata et al. (2017)は愛媛県産

ヒレコダイへのタイノエの寄生を報告し，タイノ

エがヒレコダイを宿主として利用していることが

明らかとなった．また九州地方では，タイノエは

平岩（1934）が熊本県天草郡富岡産のマダイから

得た標本を報告して以降，長崎県（山内・柏尾，

2018；長澤・河合，2019），大分県（長澤・福田，

2018），熊本県（元村・佐藤，2024）， 鹿 児 島 県（ 

長 澤，2017； 佐 藤・ 元 村，2024）から記録され

ている．今回，福岡県および佐賀県産の市販タイ

科魚類 2種（ヒレコダイとチダイ）の口腔内にタ

イノエの寄生を認めたため，本種の新産地記録と

してここに報告する．

材料と方法
福岡県糸島市の鮮魚店で販売されていた福岡

県沖玄界灘産のタイ科魚類 2尾および福岡県大川

市のスーパーマーケットで販売されていた佐賀県

産の同科魚類 1尾を購入した．これらの魚類の口

腔よりウオノエ類を摘出し，福岡県産個体は 99%

エタノールで，佐賀県産個体は 80%エタノール

で固定した．電子ノギスを用いてウオノエ類標本

の体長（頭部前端から腹尾節後端）と体幅（胸節

の横幅の最大値）を 0.1 mm単位で計測した．こ

れらの標本は国立科学博物館で保管されている

（NSMT-Cr 32911, 32912, 32958）．なお，後の DNA解
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析に供するため，全ての雌個体の右第 2胸脚は体

から取り外され，第一著者の下で保管されている．

結　果
購入した福岡県産タイ科魚類 2尾のうち 1尾

は，背鰭第 4棘の長さが第 5棘の長さの 3倍以上，

残りの 1尾は背鰭第 4棘の長さが第 5棘の長さの

2倍以下であったことから，Iwatsuki et al. (2007)

に従い，それぞれをヒレコダイ Evynnis cardinalis 

(Lacepède, 1802)とチダイ E. tumifrons (Temminck 

and Schlegel, 1843)と同定した（Fig. 1A, C）．これ

らのタイ科魚類の口腔内にはタイノエの雌雄ペア

が 1組ずつ寄生していた．同様に佐賀県産タイ科

魚類はヒレコダイと同定され，その口腔にはタイ

ノエの雌雄ペアが寄生していた．

雌個体　本研究で得られた雌個体の全てが頭
部を前方に向け，宿主魚類の口蓋に腹面を密着さ

せて寄生していた（Fig. 1B, D）．福岡県産ヒレコ

ダイ寄生個体で体長 29.1 mm，体幅 15.8 mm，福岡

県産チダイ寄生個体で体長 22.9 mm，体幅 10.3 

mm，佐賀県産ヒレコダイ寄生個体で体長 30.0 

mm，体幅 14.4 mmであった．いずれの個体も，体

は幅広い楕円形であり，背面は平滑で，正中線に

沿ってわずかに隆起する；頭部は栗型で，第 1胸

節の前隅部が幅広く前方に突出し，頭部の約半分

を左右から覆う；第 1胸節背面には凹凸があり，

後縁は後方に向かって突出する；第 5–7胸脚の基

節には竜骨が発達する；全ての腹節はほぼ等幅で

あり，腹尾節後端は丸みを帯びる；尾肢の末端は

腹尾節後端に達しないという特徴を有していた．

福岡県産ヒレコダイ寄生個体と佐賀県産ヒレコダ

イ寄生個体では，育房が大きく発達し，第 2–7胸

節の後縁は前方に向かって窪んでいた（Fig. 2A, E）．

福岡県産チダイ寄生個体では，育房は発達せず，

第 2–5胸節の後縁はほぼ直線状を成し，第 6, 7胸

節の後縁は前方に向かって窪んでいた（Fig. 2C）．

Fig. 1. Host sparid fishes and Ceratothoa verrucosa collected in the Genkai-nada Sea, off Fukuoka Prefecture. A, an overview of Evynnis 
cardinalis (216 mm in total length); B, an ovigerous female (f1) and an adult male (m1) of C. verrucosa parasitic on E. cardinalis (NSMT-
Cr 32912); C, an overview of E. tumifrons (220 mm in total length); D, an adult female (f2) and an adult male (m2) of C. verrucosa 
parasitic on E. tumifrons (NSMT-Cr 32911).
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雄個体　福岡県産ヒレコダイ寄生個体では，体
長 16.7 mm，体幅 7.1 mmであり，頭部を前方に

向け，ヒレコダイの左側口腔側壁に腹面を接した

状態で寄生していた（Fig. 1B）．福岡県産チダイ

寄生個体では，体長 9.5 mm，体幅 4.2 mmであり，

頭部を前方に向け，チダイの右側口腔側壁に腹面

を接した状態で寄生していた（Fig. 1D）．佐賀県

産ヒレコダイ寄生個体では，体長 19.6 mm，体幅

7.9 mmであり，頭部を前方に向け，ヒレコダイ

の右側口腔側壁に腹面を接した状態で寄生してい

た．いずれの個体も，体は細長い楕円形である；

頭部のおよそ 3割が第 1胸節の前隅部によって囲

まれる；第 1胸節の後縁はやや後方に伸長する；

各腹節は等幅である；腹尾節後端は丸みを帯び，

尾肢の末端は腹尾節後端に達しないという特徴を

有していた．福岡県産ヒレコダイ寄生個体は体が

左側に屈曲し，第 2–6胸節はほぼ長方形で，第 7

胸節の後縁は前方に向かって窪んでいた（Fig. 

2B）．福岡県産チダイ寄生個体は体がわずかに右

側に屈曲し，第 2–5胸節はほぼ長方形で，第 6, 7

胸節の後縁は前方に向かって窪んでいた（Fig. 

2D）．佐賀県産ヒレコダイ寄生個体は，体が大きく

右側に屈曲し，第 2–5胸節はほぼ長方形で，第 7

胸節の後縁は前方に向かって窪んでいた（Fig. 2F）．

考　察
九州におけるタイノエの分布は，これまで長

崎県（山内・柏尾，2018；長澤・河合，2019），

大分県（長澤・福田，2018），熊本県（平岩，

1934；元村・佐藤，2024）および鹿児島県（長澤，

2017；佐藤・元村，2024）で確認されているもの

の，福岡県および佐賀県からは未報告であった．

したがって，今回得られたタイノエ標本は福岡・

佐賀両県における本種の初記録となる．

佐賀県はその北部と南部にそれぞれ玄界灘と

有明海の 2つの海域を有している．しかし，本研

究で扱った佐賀県産ヒレコダイの商品ラベルには

漁獲地に関する詳細な情報が記載されていなかっ

たため，この個体が玄界灘あるいは有明海のどち

らで漁獲されたかについては確認できなかった．

なお，本研究で調査した福岡県沖玄界灘産ヒレコ

ダイを含め，福岡県日本海側沿岸ではヒレコダイ

の産出記録が存在するものの（林ほか，1974；福

岡県，2025），有明海湾奥部における魚類相研究

では本種は記録されていない（鷲尾ほか，1996；

日比野ほか，2002；田北ほか，2003）．したがって，

本研究で調査した佐賀県産ヒレコダイは玄界灘で

漁獲された可能性が高いと推測される．

これまでタイノエのヒレコダイへの寄生は愛

Fig. 2. Ethanol-fixed specimens of Ceratothoa verrucosa retrieved from the buccal cavities of Evynnis cardinalis (A, B: NSMT-Cr 32912) 
and E. tumifrons (C, D: NSMT-Cr 32911) collected off Fukuoka Prefecture, and E. cardinalis collected off Saga Prefecture (E, F: NSMT-
Cr 32958). A, an ovigerous female (29.1 mm in body length); B, an adult male (16.7 mm in body length); C, an adult female (22.9 mm in 
body length); D, an adult male (9.5 mm in body length); E, an ovigerous female (30.0 mm in body length); F, an adult male (19.6 mm in 
body length). Scale bars: 10 mm.
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媛県八幡浜における 1例のみが知られていたため

（Hata et al., 2017），本報告は本種によるヒレコダ

イへの寄生の 2例目の記録となる．タイノエの主

な宿主であるマダイやチダイと比べ，ヒレコダイ

はより南方に分布しており，本州や九州北部にお

ける出現は稀である（林・萩原，2013）．Hata et 

al. (2017)および本研究でタイノエのヒレコダイ

への寄生が確認されたことから，九州南部以南で

はヒレコダイがタイノエの宿主として比較的頻繁

に利用されている可能性が示唆された．また，現

在タイノエの分布南限は鹿児島県本土部とされる

が（長澤，2017；佐藤・元村，2024），トカラ列

島や奄美諸島周辺など，九州南部の海域における

本種の分布については未解明である．さらに，マ

ダイ亜科に属するタイワンダイもヒレコダイと同

様に南方系の種であり，遠州灘や土佐湾，鹿児島

県北部において記録されているため（赤崎，

1962；岡本，1998；Shinohara et al., 2001；畑ほか，

2015），タイノエがタイワンダイを宿主として利

用している可能性も考えられる．今後，九州南部

海域における本種の分布および宿主利用の実態解

明に向けた調査が求められる．
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